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はじめに

国有林野事業は、将来にわたってその使命を十全に果たしていくため、国有林野を名実とも

に「国民の森林」とするとの基本的な考え方の下に、平成10年度から抜本的な改革を集中的に
も り

推進し、管理経営の方針を林産物の供給に重点を置いたものから公益的機能の維持増進を旨と

するものに転換し、国有林野の適切かつ効率的な管理経営を進めてきた。

このような中で、森林に対する国民の要請は国土の保全や水源の涵養に加え、地球温暖化の
かん

防止、生物多様性の保全、森林環境教育の推進、森林とのふれあいや国民参加の森林づくり等

多様化してきており、特に国有林野に対しては、地球温暖化防止、生物多様性の保全の面での

期待が大きくなっている。

また、戦後造成した人工林が本格的な利用期を迎える中、我が国の林政は、森林・林業の再

生に向け、大転換を進めており、国有林野事業については、民有林への指導やサポートなど我

が国の森林・林業の再生に貢献することが求められている。

さらに、「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」（以下東日本大震災）からの本格的

な復旧・復興に向けては、復興ニーズや民有林材の動向等に応じた木材の機動的な供給や復興

用材をいつでも供給し得る体制の整備に取り組んでいく必要がある。

こうしたことを踏まえ、国有林野事業については、公益的機能の発揮のための事業や民有林

への指導やサポート、木材の安定供給等の事業を、民有林に係る施策との一体的な推進を図り

つつ、一層計画的に実施していくため、平成25年度から、それまでの特別会計により企業的に

運営する事業から一般会計において実施する事業に移行した。

従って、東北森林管理局においては、森林・林業や国有林野事業に対する国民の多様な要請

と期待を踏まえつつ、公益重視の管理経営を一層推進するとともに、その組織・技術力・資源

を活用して森林・林業再生へ貢献するための取組を進めていくこととする。

本計画は、第三次地域管理経営計画の計画期間終了に伴い、国有林野の管理経営に関する法

律第６条の規定に基づいて、東北森林管理局長があらかじめ国民の意見を聴いた上で、国有林

野の管理経営に関する基本計画に即し、森林法で定める国有林の森林整備・保全に関する計画

である国有林の地域別の森林計画と調和して、今後５年間の馬淵川上流森林計画区における国

有林野の管理経営に関する基本的な事項を定めた第四次計画である。

今後、馬淵川上流森林計画区における国有林野の管理経営は、関係行政機関と連携を図りつ

つ、地域の理解と協力を得ながら、平成26年４月１日を始期として策定した本計画に基づき適

切に行うこととする。

- 1 -



1 国有林野の管理経営に関する基本的な事項

（1） 国有林野の管理経営の基本方針

① 森林計画区の概況

本計画の対象は、岩手県北西部に位置する馬淵川上流森林計画区内の国有林野53,038

haである。

本森林計画区の西部には奥羽山脈が、東部を北上山地がそれぞれ南北に連なっている。

北側は馬淵川、安比川、瀬月内川が北流し青森県を経由して太平洋へ流れ、南側は松川、

赤川が南流し北上川へと合流し、宮城県を経由して太平洋へ注ぎ、西側においては八幡

平市北西部を分水嶺とする米代川が秋田県を経由して日本海に注いでいる。

林況は、林地面積の56%がブナを主とする天然林、44%が主にスギ、カラマツを主とす

る人工林である。

当計画区内は、十和田八幡平国立公園をはじめとする森林景観の優れた地域や森林レ

クリエーションの適地が多く、登山やスキー、自然観察等森林を利用したレクリエーシ

ョンの場として多くの人々に利用されている。

林業・木材産業については、南部赤松、浄法寺漆、しいたけ、木炭といった林産物の

国内有数の産地であり、近年市場評価の高まりもみられることから、これらを活用する

取組とともに、地域材であるカラマツのブランド化、木質バイオマスの利活用の促進等、

林業及び木材産業の活性化に向けた積極的な取組がみられる。

このような当計画区の特色を活かし、森林に対する国民の要請が、国土の保全や水源

の涵養に加え、地球温暖化の防止、生物多様性の保全、森林環境教育の推進、森林との
かん

ふれあいや国民参加の森林づくり等の面で多様化していることを踏まえ、林産物の供給

や地域振興への寄与にも配慮しつつ、開かれた「国民の森林」の実現に向けた取組を推
も り

進していくこととする。

② 国有林野の管理経営の現状及び評価

ア 計画区内の国有林野の現況

当計画区の森林の現況（平成25年11月時点）としては、人工林を中心とする育成林

が22,222ha（育成単層林21,159ha、育成複層林1,063ha）、天然生林が25,225haとな

っており、主な樹種としては針葉樹では、スギ1,596千m3、アカマツ894千m3、カラマ

ツ1,592千m3、広葉樹ではブナ1,307千m3、ナラ類411千m3となっている。また、林相

別では、針葉樹林23千ha、針広混交林6千ha、広葉樹林18千haとなっている。

人工林の齢級構成では、７齢級から11齢級が約７割を占め、13齢級以上の高齢級林

分は約１割となっている。
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図－1 市町村別人工林、天然林別森林分布図
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イ 主要事業の実績

第三次計画（平成21年度～平成25年度）における当計画区での計画に対する実績は

次のとおりとなっている。

（ア） 伐採量

主伐の伐採量については、概ね計画どおりの実績となった。

間伐の伐採量については、概ね計画どおりの実績となった。

（単位：材積 千m3）

計画 実績

主伐 間伐 臨時伐採量 主伐 間伐

伐採量 145 544 43 129 480
（8,148ha） （6,814ha）

注1）（ ）は間伐面積である。

注2）実績の数値は、平成21年度～平成24年度の実績に平成25年度の見込みを加え

た数値である。

注3）臨時伐採量とは、事業の支障木や被害木など、あらかじめ箇所ごとの伐採量

を見込むことが困難なもので集計上、主伐・間伐に整理している。

（イ） 更新量

人工造林については、皆伐箇所の新植による確実な更新を実施したが、平成23年

に発生した東日本大震災の影響等による立木販売箇所の搬出期間の延長に伴い、更

新が次期計画に持ち越したことなどにより、計画を下回る実績となった。

天然更新については、伐採を予定した箇所の取りやめなどにより、計画を下回る

実績となった。

（単位：面積ha）

計画 実績

人工造林 天然更新 人工造林 天然更新

更新量
486 36 327 19

注）実績の数値は、平成21年度～24年度の実績に平成25年度の見込みを加えた数値

である。

（ウ） 保育量

下刈については、皆伐箇所の新植による確実な更新を実施したが、平成23年に発

生した東日本大震災の影響等による立木販売箇所の搬出期間の延長に伴い、更新が

次期計画に持ち越したことなどにより、計画を下回る実績となった。

つる切・除伐については、森林吸収源対策を推進するために、保育作業を積極的

に実施した結果、計画を上回る実績となった。

（単位：面積ha）

- 4 -



計画 実績

下刈 つる切・除伐 下刈 つる切・除伐

保育量
1,156 184 776 813

注）実績の数値は、平成21年度～24年度の実績に平成25年度の見込みを加えた数値

である。

（エ） 林道の開設及び改良

林道の開設については、豪雨等の自然災害により、当初見込まれていなかった災

害箇所の拡張（改良）に優先的に対応したため、計画を下回る実績となった。

林道の改良については、当初見込まれていなかった災害への対応等により計画を

上回る実績となった。

区分 計画 実績

開 設 路線数 44 6

延長量（km） 69.4 14.0

改 良 路線数 0 35

延長量（km） 0 2.9

注）実績の数値は、平成21年度～平成24年度の実績に平成25年度の見込みを加えた

数値である。

（オ） 保護林・緑の回廊

保護林及び緑の回廊については、計画期間中の新たな設定及び廃止はない。

（単位：面積 ha）

前計画期首 前計画期末

箇所数 面積 箇所数 面積

保護林 4 6,435 4 6,435

（単位：延長 km、面積 ha）

前計画期首 前計画期末

延長 面積 延長 面積

緑の回廊 34 4,518 4 4,518
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③ 持続可能な森林経営の実施方向

国有林野の管理経営に当たっては、開かれた「国民の森林」の実現を図り、現世代と
も り

ともに将来世代へ森林からの恵沢を伝えるため、機能類型区分に応じた森林の適切な整

備・保全等による持続可能な森林経営に取り組んでいく。

また、持続可能な森林経営については、日本はモントリオールプロセス※1に参画して

おり、この中で国全体として客観的に評価するための７基準（54指標）が示されている。

当計画区内の国有林野においては、この基準を参考として、次のような森林の取扱い方

針に基づいて、各般の取組を推進している。

ア 生物多様性の保全

地域の特性に応じた多様な森林生態系を保全していくため、針広混交林等多様な林

相の森林を整備・保全していくとともに、希少な野生動植物が生育・生息する森林に

ついて適切に保護するほか、施業を行う場合でも適切な配慮を行う。

関連する主な取組としては、次のとおりである。

・ 人工林の複層林化及び針広混交林化等の多様な森林整備

・ 保護林及び緑の回廊の保全・管理

・ 保護林におけるモニタリング調査の実施

・ 希少野生動植物が生息・生育する区域における施業時期及び施業方法への配慮

・ 渓畔周辺の本来成立すべき植生による上流から下流までの連続性確保に配慮し

た施業の実施

イ 森林生態系の生産力の維持

森林としての成長力を維持し健全な森林を整備していくため、間伐等の適切な実施

と伐採後の更新確保による健全な森林の整備とともに、公益的機能の発揮と両立した

木材の生産を行う。

関連する主な取組としては、次のとおりである。

・ 一定林齢に達した人工林の適切な間伐の推進

・ 主伐後の的確な更新のための現況確認及び適切な植栽

・ 計画的な伐採量の維持による持続可能な管理経営

・ 効率的な木材生産を可能とする路網の整備

・ コンテナ苗の導入による低コスト造林に向けた取組

ウ 森林生態系の健全性と活力の維持

外部環境から受ける影響から森林の劣化を防ぐため、森林病害虫や山火事等から森

林を保全するとともに、被害を受けた森林の回復を行う。

関連する主な取組としては、次のとおりである。

・ 山火事を防止するための巡視の実施

・ 松くい虫・ナラ枯れ被害等森林病虫害の監視強化及び早期発見・防除

エ 土壌及び水資源の保全と維持

降雨や融雪等に伴う侵食等から森林を守るとともに、森林が育む水源の涵養のため、
かん

必要に応じ育成複層林施業や長伐期施業を推進するほか、山地災害により被害を受け
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た森林の整備復旧を行う。また、森林施業においても裸地化する期間の短縮、尾根筋

や渓流沿い等での森林の存置を行う。

関連する主な取組としては、次のとおりである。

・ 伐期の長期化により、長期的にみた裸地状態の面積の縮小

・ 尾根筋や渓流沿い等における皆伐の回避

・ 伐採跡地の的確な更新の確保

・ 下層植生の発達を促すための間伐の推進

・ 治山事業の計画的な実施及び災害時における迅速な復旧対策の実施

・ 多様な根系の形成を促す複層林施業などの多様な森林づくりの推進

オ 地球的炭素循環への森林の寄与の維持

地球温暖化防止対策の一環として、二酸化炭素の吸収源となる森林の健全性を維持

するため育成林の整備を推進するとともに、天然生林の保全を行う。また、木材の二

酸化炭素の貯蔵庫としての機能を発揮させるため木材利用を推進する。

関連する主な取組としては、次のとおりである。

・ 造林、間伐等の森林整備の推進

・ 利用間伐等、計画的な木材生産

カ 社会の要望を満たす長期的・多面的な社会・経済的便益の維持及び増進

国民の森林に対する多様な期待に応えるため、森林が有する多面的機能の効果的な

発揮とともに、森林浴や森林ボランティア、環境教育等、森林と人とのふれあいの確

保のためのフィールドの提供等や森林施業に関する技術開発等に取り組む。

関連する主な取組としては、次のとおりである。

・ 機能類型区分に応じた適切な森林の管理経営の実施

・ 「遊々の森」等の国有林を森林づくり活動のフィールドとして国民に提供

・ 自然観察教育林等のレクリエーションの森の利用促進

キ 森林の保全と持続可能な経営のための法的、制度的及び経済的枠組

ア～カに記述した内容を着実に実行し「国民の森林」として管理経営を行うため、
も り

国有林野に関連する法律に基づく各計画制度の適切な運用はもとより、管理経営の実

施に当たっては、国民の意見を聴きながら進めるとともに、モニタリング等を通じて

森林資源の状況を把握する。

関連する主な取組としては、次のとおりである。

・ 地域管理経営計画等に基づいた適正な管理経営

・ 「国有林モニター」の設置や計画策定に当たっての地域住民等からの意見聴取

・ 地域管理経営計画策定に向けた地元住民懇談会開催による意見聴取

・ 広報誌「分水嶺」やホームページの充実による情報発信

・ 保護林や緑の回廊におけるモニタリング調査の継続実施

・ 森林現況の着実な把握

※1 「モントリオールプロセス」とは、1992年の地球サミットで採択された「森林原則声

明」を具体化するため、温帯林等の持続可能な経営のための基準・指標の作成と活用を
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進めることを目的として、1993年に始められた自主的な国際的取組のこと。我が国を含

め、米国、カナダ、ロシア、中国等の12ヵ国が参加しており、2007年（平成19年）１月

より、我が国が事務局となっている。

④ 政策課題への対応

災害からの流域保全や地球温暖化防止、貴重な森林の保全、木材の安定的な供給、民

有林との連携等、地域から求められる国有林野への期待に応えるため、次のとおり当計

画区内での主な個別政策課題へ対応していくことを目標とする。

視 点 主な取組目標

森林の公益的 【生物多様性の保全】

機能の発揮 「八幡平植物群落保護林」などの保護林については適切な保護を図る

とともに、モニタリング調査を実施する。

【森林吸収源対策の推進】

森林吸収源対策については吸収量確保のため、間伐、除伐等の森林の

適正な整備や木材利用等の推進に率先して取り組む。

【地域の安全・安心を確保する治山対策の展開】

人家等保全対象に近接する山地災害の危険がある箇所について、計画

的に治山事業を実施する。

地域の林業・ 【木材の安定供給】

木材産業への スギ・カラマツを中心とした木材を安定的に供給するために、効果的

貢献 かつ効率的な伐採や路網整備を実施し、低コスト化に向けた取組を推進

する。

【民国連携した森林整備の実施】

民有林と国有林が混在している地域において、民・国が一体となって

効率的に路網整備や間伐等の森林整備に取り組むため、森林共同施業団

地を設定し、連携した森林施業を推進する。

「 国 民 の 【国民参加の森林づくり】

森林」として ふれあいの森林として設定された｢智恵の森｣や｢遊々の森｣として設定
も り

の国有林の活 された｢松尾鉱山跡地再生の森」等において、引き続き必要な助言や技

用 術指導等の支援を実施し、国民が自主的に行う森林整備活動を推進す

る。

また｢レクリエーションの森｣として設定された｢安比自然観察教育林｣

等については、引き続き森林レクリエーションの場として利用促進を図

る。

東日本大震災 【国民の期待に応じた林産物の供給】

に関する復旧 災害復興住宅用資材等の安定供給に努める。

・復興支援策
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の検討

（2） 機能類型に応じた管理経営に関する事項

① 機能類型ごとの管理経営の方向

国有林野の管理経営に当たっては、公益重視の管理経営の一層の推進を旨とする方針

の下で、個々の国有林野を重視すべき機能に応じて区分し、いわゆる公益林として適切

な管理経営を行うものとする。

具体的には、国有林の地域別の森林計画に定める公益的機能別施業森林の区域との整

合に留意しつつ、当計画区の国有林野を、国土保全を目的とする「山地災害防止タイ

プ」、原生的な森林生態系の維持・保存等を目的とする「自然維持タイプ」、森林レク

リエーション利用等を目的とする「森林空間利用タイプ」、気象緩和等人間の居住環境

の保全を目的とする「快適環境形成タイプ」、水源の涵養を目的とする「水源涵養タイ
かん かん

プ」の５つに区分する。なお、国有林の地域別の森林計画における公益的機能別施業森

林と機能類型との関係は下表に示すとおりである。

また、林相の維持・改良等に必要な施業の結果、伐採・産出される木材の有効利用及

び機能発揮に支障を及ぼさない範囲で齢級構成の平準化や地域のニーズに応じて必要な

主伐を計画的に行い、伐採木を供給していく。

国有林の機能類型と公益的機能別施業森林の対応

注）分収林・共用林野については、契約等に基づく取扱いとする。
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ア 山地災害防止タイプにおける管理経営の指針その他山地災害防止タイプに関する

事項

山地災害防止タイプは、土砂の流出・崩壊、その他山地災害による人命・人家等施

設の被害の防備、その他災害に強い国土の形成に係る機能を重点的に発揮すべき森林

であり、次の事項に留意して、保全対象と当該森林の位置的関係、地形や地質、森林

現況等を踏まえた適切な管理経営を行うこととする。

具体的には、山地災害防止タイプについては、土砂流出・崩壊防備エリアと気象害

防備エリアの２つに分けて取り扱う。

（ア） 土砂流出・崩壊防備エリア

山地災害防止タイプのうち、土砂流出・崩壊防備エリアでは、根系が深く発達し、

適度な陽光が入るよう密度管理することによって下層植生の発達が良好な森林に誘

導又は維持し、必要に応じて土砂の流出、崩壊を防止する治山施設等を整備する。

（イ） 気象害防備エリア

山地災害防止タイプのうち、気象害防備エリアでは、樹高が高く下枝が密に着生

しているなど遮蔽能力が高く、諸害に対する抵抗力の強い樹種によって構成される

森林に誘導し又はこれを維持するために必要な管理経営を行う。

山地災害防止タイプの面積

（単位：ha）

区 分 山地災害防止タイプ うち、土砂流出・崩壊 うち、気象害防備
防備エリア エリア

面 積 5,087 5,087 －

イ 自然維持タイプにおける管理経営の指針その他自然維持タイプに関する事項

自然維持タイプは、自然の推移に委ねることを原則として、保護を図るべき森林生

態系を構成する野生動植物等の特性に応じ、保全すべき自然環境の維持・形成に必要

な管理経営を行う。

なお、希少な野生動植物の生育・生息に資するために必要な森林、遺伝資源の保存

に必要な森林等については、「保護林」に設定し、適切に保全を図る。

自然維持タイプの面積 （単位：ha）

区 分 自然維持タイプ うち、保護林

面 積 11,913 6,435

ウ 森林空間利用タイプにおける管理経営の指針その他森林空間利用タイプに関する
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事項

森林空間利用タイプは、保健、文化、教育等様々な利用の形態に応じた管理経営を

行うものとし、具体的には、景観の向上やレクリエーションの利用を考慮した森林の

整備を行い、必要に応じて遊歩道等の施設の整備を行う。

なお、国民の保健・文化的利用に供するための施設又は森林の整備を積極的に行う

ことが適当と認められる国有林野については、「レクリエーションの森」として選定

する。既存の「レクリエーションの森」については、施設の老朽化や利用者ニーズ等

の変化を踏まえ、リフレッシュ対策を実施していくとともに、利用が著しく低位にあ

る地区や今後の維持管理等が見通し難い地区については、地元自治体をはじめ幅広い

地域関係者等の意見を充分勘案し、必要に応じて廃止を含めた見直しを図る。

森林空間利用タイプの面積 （単位：ha）

区 分 森林空間利用タイプ うち、レクリエーションの森

面 積 6,895 4,572

エ 快適環境形成タイプにおける管理経営の指針その他快適環境形成タイプに関する

事項

快適環境形成タイプは、騒音や粉塵等の緩和及び風害や霧害等の気象災害防止等、

地域の快適な生活環境を保全する観点から、汚染物質の吸着能力が高く、かつ、抵抗

性があり、葉量の多い樹種によって構成される森林に誘導し又はこれを維持するため

に必要な管理経営を行う。

快適環境形成タイプの面積 （単位：ha）

区 分 快適環境形成タイプ

面 積 該当なし

オ 水源涵養タイプにおける管理経営の指針その他水源涵養タイプに関する事項
かん かん

水源涵養タイプは、良質で豊かな水の安定供給を確保する観点から、浸透・保水能
かん

力の高い森林土壌を有し、根系や下層植生の発達が良好な森林に誘導し又はこれを維

持するために必要な管理経営を行う。

水源涵養タイプの面積 （単位：ha）
かん

区 分 水源涵養タイプ
かん

面 積 29,112

② 地域ごとの機能類型の方向
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当計画区は、次の地区に大別され、それぞれ重点的に行うべき管理経営は次のとおり

である。

ア 田山地区（1～31、33～37、39～47、49、52～60、64～68、70～117、119～123林班)

当地区は、米代川源流部に位置し、ブナを主とする天然林及びスギ、カラマツの人工

林からなっている。地区の上流部には険阻な地形等が散在し、中流部から下流部にかけ

ては水源地もあることから、主として「水源涵養タイプ」と「山地災害防止タイプ（土
かん

砂流出・崩壊防備エリア）」に区分して間伐等を行いながら管理経営を行うこととする。

また、兄川上流部の八幡平山頂に至るまでの区域は貴重な植物群落が存在することから、

「八幡平植物群落保護林」に設定しているほか、「十和田八幡平国立公園」に指定され、

八幡平登山等レクリエーションの場として広く利用されており、自然環境の保全と保健

文化機能を発揮させるため、「自然維持タイプ」と「森林空間利用タイプ」に区分して

管理経営を行うこととする。これ以外の地域について、木材等生産機能の発揮が期待さ

れている森林については機能類型に応じた適切な施業の結果得られる木材の持続的かつ

計画的な供給に努めることとする。

イ 安比、七時雨地区（244～247、417～420、425～428、434、444、445、447、451～485

林班）

当地区は、安比川流域の上流部の安比岳、七時雨山山麓に位置し、ブナを主とする天

然林及びスギ、カラマツの人工林からなっている。安比岳、前森山周辺は、「安比自然

観察教育林」、「安比森林スポーツ林」、「安比前森山野外スポーツ地域」のレクリエ

ーションの森に選定し、その一部は「十和田八幡平国立公園」に指定されており、シー

ズンを通したレクリエーションの場として広く利用されている。また、七時雨山山頂付

近は、眺望が優れ、登山などの入り込み者が多いことから、保健文化機能を発揮させる

ため、主として「自然維持タイプ」と「森林空間利用タイプ」に区分して管理経営を行

うこととする。

これ以外の地区内の水源かん養保安林に指定されている地域については、「水源涵養
かん

タイプ」に区分して間伐等を行いながら管理経営を行うこととする。

ウ 八幡平地区（1443～1566林班）

当地区は、岩手山から御月山にかけて広がる比較的なだらかな山麓で、中腹以下では

ブナを主とする天然林及びカラマツの人工林、八幡平、岩手山の亜高山帯ではアオモリ

トドマツ、コメツガ、ダケカンバ林となっている。岩手山から八幡平一帯は「十和田八

幡平国立公園」に指定されている。

また、「松川自然休養林」、「大黒森野外スポーツ地域」のレクリエーションの森と

して指定し、レクリエーションの場として広く利用されているとともに、「八幡平植物

群落保護林」に指定しており、自然環境の保全等保健文化機能を発揮させるため、主と

して「自然維持タイプ」と「森林空間利用タイプ」に区分して管理経営を行うこととす

る。また、松川の上流一帯は水源かん養保安林に指定されていることから、「水源涵養
かん

タイプ」に区分して間伐等を行いながら管理経営を行うこととする。

エ 寺田地区（1408、1411～1442林班）
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当地区は、七時雨山から御月山までの一帯で、ブナを主とする天然林及びスギ、アカ

マツ、カラマツの人工林からなっている。七時雨山・御月山一帯は、上部が土砂流出防

備保安林に、他は水源かん養保安林に指定されており、山地災害防止機能及び水源涵養
かん

機能を発揮させるため、「水源涵養タイプ」と「山地災害防止タイプ（土砂流出・崩壊
かん

防備エリア）」に区分して間伐等を行いながら管理経営を行うこととする。

オ 浄法寺地区（126～130、132、133、156～158、160、162～166、168～170、188、

191、192、197、201、205、217～219、222～232、276～279、284～287、

293、294、301～306、316～320、323～329、401～415林班）

当地区は、安比川中流部に位置し、ブナ、アカマツを主とする天然林及びアカマツ、

カラマツの人工林からなっている。後背地には農耕地、住宅地が広がっていることなど

から、土砂流出防止や水質保全等を図るため、主として「水源涵養タイプ」と「山地災
かん

害防止タイプ（土砂流出・崩壊防備エリア）」に区分して間伐等を行いながら管理経営

を行うこととする。

なお、岡本川上流に位置する稲庭岳山頂付近は、眺望が優れ、保健保安林の指定を受

けていることなどから、保健文化機能を発揮させるため、「森林空間利用タイプ」に区

分して管理経営を行うこととする。

カ 小鳥谷地区（1113～1115、1666～1676、1703～1708、1755～1765、1769～1772、1774

～1780林班）

当地区は、馬淵川上流部の丘陵地帯で、その多くがアカマツ、カラマツ人工林及び広

葉樹の二次林からなっており、葛巻町の外川流域、一戸町の平糠川流域、岩手町・二戸

市浄法寺町境の西岳周辺の３地区に分かれている。外川流域は、大部分が葛巻町による

分収造林契約地で木材生産と地域振興に活用されているため、主として「水源涵養タイ
かん

プ」に区分して管理経営を行うこととする。平糠川流域は、ほぼ全域が水源かん養保安

林に指定されており、水源涵養機能を発揮させるため、主として「水源涵養タイプ」に
かん かん

区分して間伐等を行いながら管理経営を行うこととする。西岳周辺は、「西岳野外スポ

ーツ地域」のレクリエーションの森に選定し、スキー場等レクリエーションの場として

広く利用されており、保健文化機能を発揮させるため、主として「森林空間利用タイ

プ」に区分して管理経営を行うこととする。

（3） 森林の流域管理システムの下での森林・林業再生に向けた貢献に必要な事項

国有林野の管理経営に当たっては、地域の森林・林業の再生に貢献していくため、流域

を単位として民有林・国有林が連携して森林の整備等を行う流域管理システムの下で、馬

淵川上流流域森林・林業活性化協議会等において地域における課題やニーズの把握に努め

るとともに、県、市町村、森林組合、林業事業体等と密接な連携を図りながら、組織・技

術力・資源を活用し、民有林の経営に対する支援等を先導的・積極的に進めていく。

具体的には以下に掲げる事項に重点的に取り組むこととする。

① 低コスト化を実現する施業モデルの展開と普及

県、市町村、林業事業体と連携し、地形等諸条件に適合した林業機械の組合せと生産性

を検証し、効率性の高い作業システムの構築を図るとともに、「列状間伐森林施業モデル
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林団地」の活用やコンテナ苗による低コスト造林の現地検討会等を開催し、民有林におけ

る普及・定着に努める。

② 林業事業体の育成

事業の早期発注、年間の事業発注見通しの情報提供など、計画的な事業の発注に努める

ことにより、事業体の安定的な雇用の確保に資することとする。併せて、国有林材の安定

供給システム販売の推進、労働安全の確保、低コスト作業システムを推進するための現地

検討会の実施などに取り組む。

③ 民有林と連携した施業の推進

隣接する民有林との連携により双方の事業の効率化や低コスト化等が図られる区域につ

いては、森林共同施業団地を設定し、地域における施業の集約化を促進する。具体的には、

協定の締結を通じて、民有林と連携した施業の団地化、路網の整備と相互利用の推進、土

場の共有化、計画的な間伐等の森林整備の実施、民有林材との協調出荷などに取り組む。

八幡平市田沢地域及び二戸市浄法寺町下藤地域に設定している森林共同施業団地におい

て、協定を更新する等、引き続き路網の相互利用や集中的な間伐等を民有林・国有林一体

となって推進する。

森林共同施業団地

箇所数
面積（ha）

国有林 民有林

2 228．69 65．07

④ 森林・林業技術者等の育成

森林・林業の再生に向け市町村行政の支援を行うため、国有林野事業において専門的か

つ高度な知識・技術と現場経験を有するフォレスター等を各種研修や業務を通じて育成し、

市町村森林整備計画策定への支援を行うとともに、技術指導や研修に必要な国有林野の多

種多様なフィールドの提供、意見交換会等を通じて民有林の人材育成を支援する。

⑤ 林業の低コスト化等に向けた技術開発

民有林経営への普及を念頭にした効果的な間伐や路網と高性能林業機械等を組み合わせ

た低コストで効率的な作業システムの構築に向けた森林施業技術検討会の実施、スギ・カ

ラマツのコンテナ苗植栽試験地における試験データの活用等により技術開発を推進する。

その際、多様な森林のまとまりのあるフィールドを活用し、先駆的な技術や手法につい

て国有林の管理経営や民有林における普及・定着に努める。

⑥ その他

ア 木材の安定供給

国有林材の安定供給システム販売を積極的に行うことなどにより木材の計画的・安定

的な供給を推進する。

イ 木質バイオマスエネルギーの活用

民有林と連携して、間伐等から生産される木質資源を木質バイオマスエネルギーとし
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て活用する取組に貢献する。

ウ 安全・安心の取組

関係機関と連携しながら、治山事業による取組等の防災関係情報の発信に努める。

エ 下流域との連携強化

八幡平や安比高原等は優れた森林景観を有しており、その中に設定している「焼走自

然観察教育林」、「安比自然観察教育林」、「安比森林スポーツ林」等を活用した市民

等による森林浴や小中学校と連携した森林教室の開催など、森林とのふれあいの場の提

供を通じ、森林の働き、林業の役割等の情報を国民に分かりやすく提供することとする。

また、住民主体による森林環境の保全活動等を行う組織に対し、積極的な支援を行う

（4） 主要事業の実施に関する事項

伐採、造林等の実施行為は、民間委託により進めており、今後も計画的・安定的な事業

の発注に努める。

間伐については、地球温暖化防止に係る森林吸収源対策を着実に実行するため、実施箇

所の団地化や低コスト路網整備、列状間伐の実施、収穫調査の簡素化等を積極的に行い、

トータルコストの縮減に努める。

当計画期間における伐採、更新、保育、林道の開設及び改良の事業総量は以下のとおり

である。

① 伐採総量 （単位：m3）

区 分 主 伐 間 伐 臨時伐採量 計

計 249,990 567,210 81,700 898,900
（6,945ha）

注1)：（ ）は、間伐面積である。

注2）臨時伐採量とは、事業の支障木や被害木など、あらかじめ箇所ごとの伐採量を

見込むことが困難なものである。

② 更新総量 （単位：ha ）

区 分 人 工 造 林 天 然 更 新 計

計 911 49 961

注）四捨五入により計が一致しない場合がある。

③ 保育総量 （単位：ha ）

区 分 下 刈 つる切・除伐 計

計 2,386 300 2,685

④ 林道の開設及び改良の総量
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開 設 改 良
区 分

路線数 延長量(ｍ) 箇所数 延長量(ｍ)

計 14 24,601 － －

（5） その他必要な事項

① 地球温暖化防止対策の推進

国産材の利用を一体的に推進する森林・木質資源を活用した新たな循環型システムの

普及・啓発に取り組むこととし、特に間伐を積極的かつ着実に実施する。

また、治山・林道工事での間伐材の利用、民有林と連携した木質バイオマスエネルギ

ーの活用等、国有林野事業として木材の利用促進に取り組むとともに、木材利用につい

ての国民への啓発に努める。

具体的には、治山工事において、コンクリートえん堤に使用する型枠に木製パネル式

残存型枠を利用するとともに、山腹工における土留工、柵工及び水路工等についても木

製構造物を活用する等木材を積極的に利用する。また、林道工事においても、盛土箇所

に必要な土留工や柵工等に木製構造物を活用するなど木材を積極的に利用する。

② 生物多様性の保全

国土面積の約２割、森林面積の約３割を占める国有林野は、奥地脊梁山脈から里山に

至るまで多種多様な自然環境を包含し生物多様性の保全上重要な役割を担っていること

を考慮し、「奥羽山脈緑の回廊」や「八幡平植物群落保護林」等の原生的な天然林や希

少な野生動植物が生育・生息する森林について、引き続き、適切な保全・管理を行う。

なお、里山等のそれ以外の森林においても、適切な間伐の実施、針広混交林化、複層

林化、長伐期化等、地域の森林の現況に基づき、多様で健全な森林の整備・保全を推進

することにより生物多様性の保全に配慮する。

さらに、自然災害等により劣化した森林の再生・復元、野生鳥獣との共存に向けた森

林整備に取り組むほか、地域やボランティア、ＮＰＯ等と協働・連携した森林管理を推

進する。

2 国有林野の維持及び保存に関する事項

（1） 巡視に関する事項

① 山火事防止等の森林保全巡視

日常の森林巡視を着実に実施することにより、山火事及び廃棄物の不法投棄の未然防

止、森林病虫獣害の早期発見・防除、高山植物の保護、保安林の適切な管理等の保全管

理に努める。また、保全管理に当たっては、地元住民、地方公共団体、ボランティア、

ＮＰＯ等との連携を図り、入林者への山火事防止や不法投棄防止意識の啓発等に努める。

特に、路網の整備が進むにつれ、ゴミ及び一般産業廃棄物を不法投棄する事例が多数

発生していることから、地域住民及び関係機関と連携したパトロールやクリーン活動等

を実施し、不法投棄を未然に防止する。

併せて、巡視活動の展開により風水害による山地崩壊、倒木、林道等の施設の災害防
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止、あるいは早期発見に努める。

② 境界の保全管理

境界の適切な保全管理は、国有林野の管理経営の基礎となるものであることから、境

界の巡視、境界標識類の確認、不明標の復元を計画的に行い、境界の保全管理に努める。

また、巡視活動を通じ、境界の侵害を受けている箇所を発見した場合については、当

事者と疎通を図り早期解決に努める。

特に、居住地域周辺等に所在する国有林野については、権限が未設定での占有使用や

ゴミの不法投棄等が生ずることのないよう、重点的に保全管理を行う。

（2） 森林病害虫の駆除又はそのまん延の防止に関する事項

日常の森林保全巡視及び県、市町村等からの情報を得ながら森林病虫害の監視に努める。

また、松くい虫被害については当計画区では確認されていないものの近年被害地域の

北上傾向が認められ、岩手県九戸郡九戸村及び秋田県鹿角市において被害が確認されて

いることから、定期的に巡視を行うなど監視体制を強化するとともに、被害が確認され

れば、県、市町村等の関係機関と連携し、民有林と国有林が一体となり防止対策を実施

する。

（3） 特に保護を図るべき森林に関する事項

① 保護林

当計画区は、「八幡平植物群落保護林」、「夏氷山風穴植物群落保護林」等４箇所の

保護林を設定しており、大学や試験研究機関に対して積極的な情報提供に努め、要請に

応じ、学術研究フィールドとして提供する。

なお、入林者の影響等による植生荒廃防止等の措置が必要な箇所については、地域の

関係者等との利用ルール確立や標識の設置、歩道の整備等に努め、立入りを可能とする

区域においては学習の場等として多くの国民が利用できるよう努める。

種 類 箇所数 面 積（ha）

森林生態系保護地域 － －
森林生物遺伝資源保存林 － －
林木遺伝資源保存林 － －
植物群落保護林 4 6,435
特定動物生息地保護林 － －
特定地理等保護林 － －
郷土の森 － －

総 数 4 6,435

② 緑の回廊

奥羽山脈沿いに八甲田山周辺山域から蔵王周辺に至るまで、約２kmの幅で延長約400k

mにわたって「奥羽山脈緑の回廊」を設定しており、このうち当計画区では約34kmを設

定している。緑の回廊においては、将来的に多様な樹種や複数の樹冠層からなる天然林

を指向することとし、林内空間・照度及び採餌空間の確保等、希少な野生動植物の生育
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・生息環境の整備を図る観点から、針広混交林に誘導するための抜き伐り等に努めると

ともに、モニタリング調査を実施する。

なお、当計画区内の二戸市浄法寺町と八幡平市には、国有林が一部連続していない部分

があるため、隣接する民有林で緑の回廊（2,059ha）を設定し、野生動植物の生息・生

育地の拡大と相互交流の促進や森林の連続性の確保などを図っている。

名 称 延 長（km） 面 積（ha）

奥羽山脈 34 4,518

総 数 34 4,518

注）数値は、当計画区に係るもののみである。

（4） その他必要な事項

① 渓畔周辺の取扱い

渓畔周辺については、野生生物の生息・生育場所や移動経路の提供、種子などの供給

源等として、生物多様性の保全上重要な役割を担っているため、本来成立すべき植生に

よる上流から下流までの連続性を確保することにより、よりきめ細やかな森林生態系ネ

ットワークの形成に努めることとする。

② 希少な野生動植物の保護

希少な野生動植物については、生息･生育地の情報把握に努めるとともに、必要に応

じて専門家の協力も得ながら、森林の各種機能の発揮との調整を図りつつ、その保護に

努める。

特にイヌワシ・クマタカ等の猛禽類については、引き続き営巣情報の把握に努めると

ともに、営巣地周辺で事業を実施する場合は、専門家の見解を聞き、繁殖時期等に配慮

し慎重に実施する。

③ 野生動物との共生及び被害対策

ツキノワグマ、ニホンカモシカなどとの共生については、森林施業を計画的に実施し

ていく中で、野生動物の移動経路等の生息環境を維持していくよう配慮するとともに、

被害対策については、県・市町村等からの情報を得ながら日常の森林保全巡視において

森林に対する獣害の監視に努めるとともに必要に応じて被害対策を講じる。

④ その他

「自然維持タイプ」と「森林空間利用タイプ」については、地域住民、ボランティア、

ＮＰＯ等とも連携を図りながら、生物多様性保全の観点も踏まえつつ希少種の保護や移

入種の侵入防止等に努めることとする。

3 林産物の供給に関する事項

（1） 木材の安定的な取引関係の確立に関する事項
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当計画区においては、利用可能なスギ･カラマツ等の人工林資源が充実しつつある状況

を踏まえ、公益重視の管理経営を推進する中で、機能類型区分に応じた適切な施業の結

果得られる木材については、公共建築物等における木材利用の促進や地域における木材

の安定供給体制の構築が図られるよう、地域や樹材種ごとの木材の価格、需給動向を把

握しつつ、安定的・持続的供給に努める。

特に、間伐材等のこれまで利用が低位であった曲がり等を含む木材については、合板

や集成材のほか、バイオマスエネルギー原料としての利用や土木分野における利用範囲

が拡大していることを踏まえ、需要者等と協定を締結し需要先へ直送する「システム販

売」により、地域の林業・木材産業の活性化に資する国有林材の安定供給を推進する。

なお、木材価格の急変時には、地域や関係者の意見の迅速かつ的確な把握に取り組み、

全国的なネットワークを持つ国有林野事業の特性を活かした需給調整機能の発揮に努め

る。

具体的には、平成19年度から実施している「素材・立木販売意見交換会」を引き続き

開催し、国有林野事業における年間の素材・立木の供給見通し等の情報提供を行うとと

もに、素材・立木の安定供給等流域のニーズを的確に把握し、地域材の利用拡大を図っ

ていくこととする。

（2） その他必要な事項

① 木材利用の推進

公共関連工事や施設での木材の利用を進めるため、治山・林道工事等において、木材

の特質を考慮しつつ法面保護工、治山ダム等に間伐材等を積極的に利用するとともに、

庁舎等の施設の新改築をする場合は、率先して木材の利用に努める。

また、地方公共団体等関係機関と間伐材等木材需要についての情報交換を進めるとと

もに、林業・木材産業関係者と連携しつつ、木材利用の促進に寄与する。

② きのこ原木等の安定供給に向けた取組

東日本大震災による原子力発電所事故で放出された放射性物質の影響により、安全な

きのこ原木等が不足している状況の中、国有林への供給依頼が高まることを見据え、安全

なきのこ原木の供給が可能な林分の把握及び供給可能者と供給希望者のマッチング支援を

担うコーディネーターへの情報提供に努めるほか、菌床栽培用のおが粉原木の供給につい

ても努めることとする。

4 国有林野の活用に関する事項

（1） 国有林野の活用の推進方針

本計画区内の安比森林スポーツ林は、高原地形、森林植生など自然資源が豊富で、かつ、

良好に保存されており、眺望が優れていることから、自然探勝、自然観察、キャンプ等に利

用されている。

このように、国有林野の活用に当たっては、当計画区の自然的、社会・経済的な特色を踏

まえつつ、住民の意向等を考慮して、公用・公共用・公益事業の用に供する活用、都市と農

山漁村の交流の促進、公衆の保健のための活用等地域における産業の振興や住民の福祉の向

上に資するよう努める。
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レクリエーションの森

種 類 箇所数 面 積（ha）

自然休養林 1 1,431

自然観察教育林 2 1,200

風景林 － －

森林スポーツ林 1 712

野外スポーツ地域 5 1,890

風致探勝林 － －

総 数 9 5,234

注）四捨五入により計が一致しない場合がある。

（2） 国有林野の活用の具体的手法

国有林野の活用については、公益的機能の発揮等との調整を図りつつ取り組む。

また、地方公共団体等との情報交換を密にし、公用・公共用・公益事業のための活用

に資するとともに、不要地、余剰地については広く情報を公開するため、林野・土地売

払い情報公開窓口及びインターネットを活用し、情報の提供に努める。

5 公衆の保健の用に供する区域並びに当該区域内における公衆の保健の用に供する施設及び

森林の整備に関する基本的な方針

該当なし

6 公益的機能維持増進協定に基づく林道の開設その他国有林野と一体として整備及び保全を

行うことが相当と認められる民有林野の整備及び保全に関する事項

（1） 公益的機能維持増進協定の締結に関する基本的な方針

国有林野に隣接・介在する民有林野の中には、小規模で孤立分散し立地条件が不利で

あること等から森林所有者等による施業が十分に行われず、当該民有林野における土砂

流出等の発生が国有林野の有する国土保全等の公益的機能の発揮に悪影響を及ぼす可能

性がある。

このような場合において、国有林野の有する公益的機能の維持増進を図るために有効

かつ適切なものとして、公益的機能維持増進協定制度を活用し、民有林野と一体的に施

業を実施する取組を推進することとし、このことを通じて民有林野の有する公益的機能

の維持増進にも寄与することとする。

具体的には、森林施業の集約化を図るための林道や森林作業道の開設とこれらの路網

を活用した間伐等の施業、地域の森林における生物多様性の保全を図る上で必要となる

施業等を民有林野と一体的に実施する取組を推進する。

（2） 国有林野と一体として整備及び保全を行うことが相当と認められる民有林野の整備

及び保全に関する事項

公益的機能維持増進協定の締結に当たっては、森林法等の定めに従い、民有林野の森

林所有者等にも原則として相応の費用負担を求めるなど、合理的な役割分担の下での一
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体的な森林の整備及び保全の実施に向けた条件整備を進めることとする。

7 国民の参加による森林の整備に関する事項

（1） 国民参加の森林に関する事項

国民が自主的に行う森林整備活動を推進するため、国民参加の森林として設定してい

る「ふれあいの森」においては、ボランティア団体等が行う森林づくりの活動に対して、

必要な助言、技術指導等の支援を行うとともに、地方公共団体、緑化関係団体等と連携

し、円滑な活動の実施に努める。

さらに、国有林野を活用し体験活動等を実施する「遊々の森」については、引き続き

フィールド及び情報を提供する。

その他、ボランティア団体等が行う自主的な森林整備や保全活動についての要請に対

応したフィールドの提供や協定の締結等、多様な取組に努める。

ふれあいの森

名 称（市町村） 面 積 (ha) 位 置 （林小班）

智恵の森 6．97 安比岳国有林（470は）
（八幡平市）

安比高原スキー場の森 21．50 安比岳国有林（471ほ2、へ、472へ
（八幡平市） 2、ハ）

遊々の森

名 称（市町村） 面 積 (ha) 位 置 （林小班）

あっぴ高原遊々の森 182．29 安比岳国有林
（八幡平市） （470イ、ハ、473ろ2、イ、474に、

ほ、へ、と、479へ）

松尾鉱山跡地再生の森 120．07 赤川山国有林
（八幡平市） （1496ト、タ、ネ、ナ、ム1、1498

へ、チ2）

（2） 分収林に関する事項

国有林野の所在する地域の振興と国民参加による森林整備、緑化思想の普及のため、

地元地域のみならず都市部の住民にも広く働きかけ、国民自らが森林資源の造成や地球

環境の保全･形成に参画できる制度として推進する。

特に企業等に対しても業種の枠にとらわれない社会貢献活動の一環として、森林資源

の造成や環境保全に資する森林育成に参画を求め、分収林事業（「法人の森」）を積極

的に推進する。

また、当計画区においてはこれまでも、地域の伝統工芸品である「浄法寺漆器」の原

料となる生ウルシの安定的供給のため浄法寺生漆生産部分林組合や関東・北陸地方の漆

工関連企業との分収造林契約によるウルシ林造成に取り組んでおり、今後とも、地域振

興の観点から、関係者の連携等に基づく分収造林を積極的に推進するとともに伝統的な
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漆文化の普及啓発に努める。

（3） その他必要な事項

① 森林環境教育の推進

学校、地方公共団体、企業、ボランティア、ＮＰＯ、地域の森林所有者や森林組

合等の民有林関係者など、多様な主体と連携しつつ森林環境教育を推進する。

具体的には、「遊々の森」や学校分収造林を活用した、林業体験や森林教室等の体験

活動、森林の有する多面的な機能に関する普及啓発を実施するとともに、森林環境教育

に適したフィールドの情報提供等の取組を推進する。

その際、指導者の派遣や紹介等を行うとともに、森林管理局・森林管理署等に設置し

た森林・林業・木材に関する相談窓口である「緑づくり支援窓口」を通じた情報の提供、

教職員やボランティアのリーダー等に対する普及啓発や技術指導に努める。また、教科

や学習指導要領とリンクした効果的で体系的な森林環境教育を、教育現場と森林インス

トラクターの連携により進めてきており、独自に作成した「森林環境教育サービスパッ

ク」などの森林環境教育のプログラムや教材の提供等波及効果が期待される取組にも努

める。

② 森林の整備・保全等への国民参加

ＮＰＯ等が行う自主的な森林整備等へのフィールドの提供や必要な技術指導を行うな

ど、国民による国有林野の積極的な利用を推進することとし、森林整備や保全活動の要

請に対応したＮＰＯ等と森林管理署等との協定の締結等、多様な取組に努める。

③ 地域に根ざした自主的な取組の推進

「国民の森林」の実現に向けて、公益的機能の維持増進を旨とする管理経営や地域の
も り

林業振興への寄与等の一層の推進を図るため、森林管理署等の情報の提供に努める。

さらに、地域で開かれる森林環境教育活動への協力等を通じ、森林・林業に関する情

報・サービスの提供に努めるほか、インターネット等各種メディアを活用し、幅広い情

報の発信を行う。

④ 双方向の情報受発信

一般から公募する「国有林モニター」制度の活用等により、森林管理署等の取組等に

ついて国民の意見を聴くなど、国民と国有林野事業との双方向の情報・意見の交換を図

り、国民の要請の的確な把握や、これを反映した管理経営の推進等の対話型の取組を進

め、国有林野事業に対する幅広い理解と支援を得るよう努める。

8 その他国有林野の管理経営に関し必要な事項

（1） 林業技術の開発、指導及び普及に関する事項

当計画区内の国有林野を、高性能林業機械の研修・実証試験用、大学や試験研究機関

等の学術研究用のフィールドとして提供するとともに施業指標林等を活用し技術交流を

図るなど、民有林との連携の強化を図り、林業技術の開発・普及に努める。

なお、安比岳国有林474林班に（独）森林総合研究所東北支所と共同で設定している二
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酸化炭素動態観測共同試験地については、地球温暖化防止に果たす森林の役割を明らか

にするため、引き続き二酸化炭素の動態観測を行うこととする。

（2） 地域の振興に関する事項

森林の整備や林産物の販売、国有林野の活用、森林空間の総合利用など、国有林野事

業の諸活動と国有林野の多様な利活用を通じて、地域産業の振興、住民の福祉の向上等に寄与

するよう努める。

① 計画的な事業発注

地球温暖化防止対策としての森林整備事業を計画的に発注し、民間委託することを通

じて地域産業の振興に努める。

② 蜂蜜採取への配慮

伐採計画区域内のトチノキ、シナノキ等蜂蜜の採取源となる樹種については、事業実

行との調整を図りつつ、積極的な保残に努める。

③ 伝統産業の育成に資する森林の整備

地域の伝統工芸品である浄法寺漆の原材料である生ウルシについて、分収造林制度の活

用を行いながら安定的な供給に努める。
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図－2 国有林の機能類型別森林分布図
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別表１

市町村

二戸市

八幡平市

葛巻町

一戸町

別表２

市町村

該当無し

別表３

市町村

二戸市

八幡平市

一戸町

別表４

市町村

八幡平市

一戸町

別表５

市町村

二戸市

八幡平市

一戸町

別表６

市町村

二戸市

八幡平市

1486，1488，1490～1492，1494～1498，1502，1556～1558，1560，1564～1566

1479，1481，1482，1484，1485，1487，1488，1492～1494，1499～1503，1517，

1559～1561，1564

403～405，408，409

1778

林班名

201，205，404，406～409

4，28，29，418，1496，1552～1554，1557，1558，1560，1562，1563，1565，1566

417～420，445，454～456，458，459，464，467，480～485，1413，1492，1496，

1512，1555～1566

1550，1552，1556，1559，1561

425，469，1456～1458，1461，1480，1487，1492～1494，1499～1503，1538，

1，12，425，469～474，477，479～482，1456～1458，1460～1462，1466，1467，

1521，1526，1527，1537，1538，1541～1543，1546～1549，1551，1556，

1705～1708

林班名

1666，1708，1778

林班名

林班名

410，415

1，5，7～13，15～21，27～29，33，35，39，40，89，90，93，108，114，115，

林班名

188，303，304，401，402，405，406

3，4，11，13，16，18，22，23，25，34，36，44，56，58，60，67，68，70～72，

77～79，82～89，91，92，95，99，104，108，110～112，115～117，119～123，

1114

1666，1670，1757～1759

林班名

425，459～462，464，465，468，469，475～479，1408，1419，1426，1428，1429，

1435～1437，1441，1442，1444，1446，1448，1449，1453，1454，1475，1480，
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